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報道関係各位 

                          平成２６年２月２７日 

一般社団法人不動産協会 

 

 

 

『不動産協会賞』決定 

 

 

 

一般社団法人不動産協会（理事長：木村惠司 三菱地所会長）では、『不動産協会賞』を決定いた

しました。 

 

『不動産協会賞』は、不動産協会の社会貢献活動の一環として、日本経済や国民生活に関する著

作物の中から、世の中の多くの方々に読んでいただくことにより、当協会が直面する幅広い課題に

ついてご理解をいただくのに資する著作物を表彰するものです。 

 

著作のジャンルは、「国際競争力を高める都市再生」「良好な住宅ストックの形成」「防災・減災｣

「環境問題」「持続可能なまちづくり」「コンプライアンス｣「法制度」「エネルギー問題」など、幅

広い分野の著作物を対象としています。 

 

 

≪第４回『不動産協会賞』受賞作品≫ （著者 五十音順） 

○ 実証・仮設住宅  東日本大震災の現場から 

 （大水敏弘 著・学芸出版社） 

○「豊かな地域」はどこがちがうのか ― 地域間競争の時代 

 （根本祐二 著・筑摩書房） 

○ RePUBLIC 公共空間のリノベーション 

 （馬場正尊＋ＯpenＡ 著・学芸出版社） 

 

 

なお、本賞の表彰式は３月１９日（水）午後６時３０分より、パレスホテル東京にて開催いたし

ます。取材をご希望の方は、予め当協会事務局までご連絡ください。 
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第４回『不動産協会賞』受賞作品 

（著者 五十音順） 

 

『実証・仮設住宅  東日本大震災の現場から』 

著 者： 大水敏弘 (ｵｵﾐｽﾞ ﾄｼﾋﾛ)［大槌町 副町長］ 

出版社： 学芸出版社 

内 容：  東日本大震災の被災現場での仮設住宅設置にまつわる諸問題について、住宅の品質、 

 行政の対応、用地の選定、資材の搬入など、実際に現場で起きたことを克明に記録し、

 課題も示している。行政マンとしての実体験を専門的視点から精緻に描いており、

 迫力がある。仮設住宅が万能であるかについても疑問を呈している。 

 

 

『「豊かな地域」はどこがちがうのか ― 地域間競争の時代』 

著 者： 根本祐二 (ﾈﾓﾄ ﾕｳｼﾞ)［東洋大学 経済学部 教授/ＰＰＰ研究センター長］ 

出版社： 筑摩書房 

内 容： 人口減少・高齢化、地域経済の衰退が言われる中で、全国11の地域を取り上げ、 

 各地域の年代別・人口増減の推移に着目した分析手法を用いて、元気な地域の検証を

 分かりやすく行っている。著者自身の体験を踏まえた丹念な分析により地域の強み、

 弱みを認識することができ、今後の地域活性化を具体的に検討する上でのヒントを

 与えてくれる。 

 

 

『RePUBLIC 公共空間のリノベーション』 

著 者： 馬場正尊＋ＯpenＡ (ﾊﾞﾊﾞ ﾏｻﾀｶ)［建築家/ＯpenＡ代表/東北芸術工科大学 准教授］ 

出版社： 学芸出版社 

内 容： 公共空間を誰のために、どのように使うのかという視点から、様々なリノベーション 

 の事例を紹介している。写真だけでなく、イラストで描かれているメッセージに

 よって、その場所のコンセプト、得られる体験等が分かりやすく説明されている。 

 また、リノベーションのための規制緩和の具体的方向も示されている。非常に読み

 やすく、地域の活性化に向け、これから求められる公的不動産の活用というテーマに

 も合っている。 
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■一般社団法人不動産協会について 

 

 一般社団法人不動産協会（理事長：木村惠司 三菱地所会長）は、まちづくりや良質な住宅供給、

オフィスビルやショッピングセンターの整備・管理運営を行う不動産事業者の団体です。 

（会員企業１５９社） 

 

 

■「不動産協会賞」選考委員 

 （敬称略） 

青山 佾(座長) 明治大学公共政策大学院  教授 

田中里沙 (株)宣伝会議  取締役編集室長 

増田寛也 東京大学公共政策大学院  客員教授・(株)野村総合研究所  顧問 

三橋博巳 (公社)日本不動産学会  会長 

飯野健司 三井不動産(株) 取締役常務執行役員 

加藤 譲 三菱地所(株) 代表取締役専務執行役員 

上坊 勇 住友不動産(株) 執行役員 

小澤敬市 (一社)不動産協会  副理事長専務理事 

 

 

 〔本件に関する問合せ先〕 

〒１００－６０１７  東京都千代田区霞が関３－２－５（霞が関ビル１７階） 

一般社団法人不動産協会   担当：根岸、近藤、久保田 

ＴＥＬ：０３－３５８１－９４２１   ＦＡＸ：０３－３５８１－７５３０ 

 

 

 

以 上 


